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 海 上 保 安 庁 
 

 
海図作製１５０年の歴史 

～第１５０回水路記念日企画展示～ 

 

○第１５０回水路記念日企画展示 

１．期間 

令和３年９月１２日（日）（水路記念日）から１２月２４日（金）まで 

月、水、金、日曜日（祝日を除く）午前１０時３０分～午後４時００分 

（事前予約制、入館無料） 

 

２．場所 

海上保安庁 海洋情報資料館 東京都江東区青海２－５－１８（下図参照） 

 

３．主な展示内容 

  ・東京湾、横浜港、横須賀港の明治初期、昭和、現在の海図 

  ・海洋情報業務１５０年の歴史を示すパネル 

  ・最新の測量船や測量機のパネル 
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明治４（１８７１）年９月１２日に海洋情報部の前身である「兵部省海軍部

水路局」が設立されてから、令和３（２０２１）年９月で１５０周年を迎えま

す。これを記念し、「海図作製１５０年の歴史」と題して、海洋情報資料館にお

いて過去から現在までのさまざまな海図や水路測量に用いた調査機器を展示し

ます。 



４．その他 

(1) 海洋情報資料館では、今回の企画展示のほか、常設展示として、伊能図

の模写図や海外の古地図、歴史的な測量機器など、海洋調査等に関する貴

重な歴史的資料がご覧いただけます。 

(2) 来館は海洋情報部ホームページ

（https://www1.kaiho.mlit.go.jp/jhd.html)の問合せフォームによる予

約制としています（予約受付は平日のみ）。 

(3) 来館の際は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策にご協力ください。

詳しくは、海洋情報部ホームページをご覧ください。 

 

※ 水路記念日とは、明治４（１８７１）年９月１２日に、兵部省海軍部に、

海図を作製するために水路局が設置されたことを記念した日です。現在の

海洋情報業務の基礎がスタートし、日本人による近代的な海図作りが精力

的に開始されました。兵部省海軍部水路局は、その後、様々な変遷をたど

り、昭和２４年には海上保安庁水路部と変遷され、平成１４年からは海上

保安庁海洋情報部となっています。 

 

【海洋情報資料館】 

  開館日：月、水、金、日曜日（祝日を除く） 

  時間：午前１０時３０分～午後４時 

  場所：東京都江東区青海２－５－１８ 

      ゆりかもめテレコムセンター駅から徒歩５分 

  電話：０３－５５００－７１５５ 

     


